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Turbulence in Coupled Map 工Jattices
東大 ･教養 金 子 邦 彦
CoupledMap Latticeとは,時間と空間が離散的, 状態が連続の力学系である｡たとえ
ば,




ここで, iは空間, nは時間ステップ,i(x)はある低次元差分系,たとえば logistic





















の型を求めるか,また1点での測定からの Takensによる Construction との関連等｡
4.Phenomenology
(1)Period-doublingofkink - antikinks - スケーリング,ア トラクターの数の増え
方,領域に分れた空間分岐現象｡
(2)Zigzag不安定性と トー ラス⇒ カオス転移
(3)結合 Circle Map系による高次 トー ラスの安定性,振動子系のひきこみ現象, ソリトン
乱流








(2) リアプノフ ･スペク トル,ヴェク トルの計算例, リアプノフ数のステップ構造,分岐によ
る変化,有限サイズ ･スケー リングO

















(3)高次元 (2次元,3次元･-)-の拡張｡特に情報の flux, リアプノフ解析｡
(4)Random Architectureでの CoupledMapLattice.










北大 ･薬 松 本 健 司
新技術開発事業団 津 田 一 郎
カオスは,アルゴリズムで作 り出される乱雑な運動である｡カオスを特徴づける一つの方法
は,その乱雑さを定量的に表すことである｡このために,カオスの理論の中で情報理論が援用
されることになる｡情報理論のエントロピーでカオス軌道の乱雑さを測るのである｡このよう
に使われる情報理論のエントロピーは,K-Sエントロピーと呼ばれていて,カオス軌道が単
位時間あたりに生成する情報量 (乱雑さ)を表している｡
ところで,このエントロピーで測られているのは,通常の意味での情報生成量ではない｡そ
れは,むしろ,情報の流量を測っているのである｡カオスのアトラクターの中では,初期条件
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